
一
七

目
次

　

は
じ
め
に

　

一
、
葬
送
に
お
け
る
遺
体
の
所
在

　

二
、
葬
礼
と
孝
心

　

三
、
潜
埋
と
虚
葬

　

む
す
び
に
か
え
て

　
　
　

は
じ
め
に

　

本
稿
の
副
題
に
掲
げ
た「
漢
故
上
党
国
王
太
夫
人
薦
功
碑
」
と
は
、

二
〇
〇
二
年
に
中
国
河
北
省
邢
台
市
の
開
元
寺
か
ら
出
土
し
た
碑
で
あ
る
。

同
碑
は
出
土
時
点
で
既
に
蓮
座
に
改
造
さ
れ
て
い
た
た
め
、
遺
憾
な
が
ら

そ
の
全
貌
は
不
明
で
あ
る
が
、
蓮
座
の
底
面
が
碑
陽
に
相
当
し
、
直
径
が
約

七
五
セ
ン
チ
、
一
七
行
の
碑
文
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
し
て
蓮
座
の
上
面
が
碑

陰
に
相
当
し
、
直
径
が
約
九
三
セ
ン
チ（
中
央
部
の
刳
り
貫
か
れ
た
直
径
約

二
一
セ
ン
チ
の
円
形
部
を
含
む
）、
碑
文
は
二
七
行
が
残
っ
て
い
る
。
碑
文
の

損
耗
は
甚
だ
し
く
、
題
額
も
残
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
か
ろ
う
じ
て
解
読
で

き
る
碑
陽
の
文
面
に
女
性
を
顕
彰
す
る
内
容
が
あ
り
、
ま
た
西
晋
末
期
の
歴

史
事
象
が
記
さ
れ
て
も
い
る
。
加
え
て
碑
陰
に
列
挙
さ
れ
た
人
名（
約
六
〇

名
）に
、
石
勒
十
八
騎
等
の
石
勒
に
縁
の
深
い
人
物
が
散
見
さ
れ
る
。
以
上
の

諸
点
か
ら
、
同
碑
は
五
胡
十
六
国
時
代
に
後
趙
を
建
国
し
た
石
勒
の
母
の
王

氏
を
顕
彰
し
た
碑
文
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

（
（
（

。

　

本
稿
が
こ
の「
漢
故
上
党
国
王
太
夫
人
薦
功
碑
」に
所
謂
と
冠
し
て
い
る

の
は
、
該
碑
文
の
命
名
に
異
議
を
差
し
は
さ
む
研
究
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

例
え
ば
余
国
江
氏
は
、
現
存
す
る
碑
文
の
題
額
に「
薦
功
碑
」と
い
う
言
い
方

が
見
え
な
い
事
を
理
由
と
し
て
、
か
か
る
命
名
に
疑
義
を
呈
し
て
い
る

（
（
（

。
そ

れ
を
受
け
て
、
こ
の
碑
文
を「
晋
政
残
碑
」と
呼
ぶ
場
合
も
あ
る

（
（
（

。
本
稿
は
、

か
か
る
碑
の
呼
称
に
つ
い
て
検
討
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、ひ
と
ま
ず《
所

謂「
漢
故
上
党
国
王
太
夫
人
薦
功
碑
」》と
呼
ん
で
お
く
。

　

さ
て
、
こ
の
所
謂「
漢
故
上
党
国
王
太
夫
人
薦
功
碑
」は
、
碑
陰
に
大
量
の

人
名
が
あ
る
事
か
ら
、
墓
誌
で
は
な
く
顕
彰
碑
に
類
す
る
碑
で
あ
っ
た
と
推

潜
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測
さ
れ
る
（
（
（

。
余
国
江
氏
は
王
氏
が
葬
ら
れ
る
際
に
、
石
勒
が
母
の
た
め
に
こ

の
碑
を
作
り
、
そ
の
恩
徳
を
顕
彰
し
た
の
だ
と
指
摘
し
て
い
る

（
（
（

。
で
は
、
王
氏

が
何
如
に
葬
ら
れ
た
の
か
を
、『
晋
書
』巻
一
〇
四
、
石
勒
載
記
上
よ
り
徴
す

る
と
、

　
　

�

勒
母
王
氏
死
、
潛
窆
山
谷
、
莫
詳
其
所
。
既
而
備
九
命
之
禮
、
虛
葬
于
襄

國
城
南
。

　
　

�

勒
の
母
の
王
氏
、
死
し
、
潛
か
に
山
谷
に
窆

ほ
う
むり
、
其
の
所
を
詳
か
に
す
る

莫
し
。
既
に
し
て
九
命
の
禮
を
備
え
、
襄
國
の
城
南
に
虛
葬
す
。

と
あ
る（
波
線
は
引
用
者
）。
こ
こ
に
見
え
る
虚
葬
と
は
、
遺
体
を
埋
葬
す
る

場
所
と
葬
礼
を
挙
げ
る
場
所
と
が
異
な
っ
て
い
る
事
を
意
味
し
、
遺
体
を
密

か
に
埋
葬
す
る
事
は
潜
埋
と
呼
ば
れ
る

（
（
（

。
魏
晋
南
北
朝
時
代
に
特
に
実
行
さ

れ
る
こ
の
葬
礼
方
法
は
、
既
に
盗
掘
を
恐
れ
て
の
行
為
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

が
（
（
（

、
か
か
る
理
解
に
は
な
お
検
討
の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る（
詳
細

は
後
述
）。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
潜
埋
と
虚
葬
と
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
て
い
き
た
い
。

こ
の
行
為
の
背
景
に
何
が
あ
っ
た
の
か
を
検
討
す
る
事
は
、
当
時
に
お
け
る

葬
礼
へ
の
考
え
方
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
事
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。
ま
ず

は
、
虚
葬
が
果
た
し
て
盗
掘
へ
の
対
策
た
り
得
る
の
か
に
つ
い
て
、
章
を
改

め
て
検
討
し
た
い
。

　
　
　

一
、
葬
送
に
お
け
る
遺
体
の
所
在

　　

前
述
し
た
如
く
、
虚
葬
は
盗
掘
を
避
け
る
た
め
の
行
為
と
言
わ
れ
る
。
そ

し
て
、
こ
の
行
為
の
淵
源
と
し
て
非
漢
族
の
埋
葬
習
俗
か
ら
の
影
響
が
夙
に

指
摘
さ
れ
て
い
る

（
（
（

。
例
え
ば
鮮
卑
の
風
習
と
し
て『
宋
書
』巻
九
五
、
索
虜
伝

に
は
、

　
　

�

死
則
潛
埋
、
無
墳
壟
處
所
、
至
於
葬
送
、
皆
虛
設
棺
柩
、
立
冢
槨
、
生
時

車
馬
器
用
皆
燒
之
以
送
亡
者
。

　
　

�

死
す
れ
ば
則
ち
潛
埋
し
、
墳
壟
す
る
處
所
無
く
、
葬
送
に
至
り
、
皆
な
虛

に
棺
柩
を
設
け
、
冢
槨
を
立
て
、
生
時
の
車
馬
器
用
皆
な
之
を
燒
き
以

て
亡
者
を
送
る
。

と
あ
っ
て
、
埋
葬
を
済
ま
せ
、
そ
こ
に
は
目
印
を
置
か
ず
、
葬
送
は
遺
体
が
な

い
状
態
で
実
行
さ
れ
て
い
た
事
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
比
較
的
新

し
い
風
習
の
よ
う
で
あ
り
、『
三
国
志
』巻
三
〇
、
烏
丸
伝
裴
松
之
注
所
引『
魏

書
』に
は
、
烏
丸
の
風
習
と
し
て
、

　
　

�

貴
兵
死
、
斂
屍
有
棺
、
始
死
則
哭
、
葬
則
歌
舞
相
送
。

　
　

�

兵
の
死
す
る
を
貴
び
、
屍
を
斂
む
に
棺
有
り
、
始
め
て
死
す
れ
ば
則
ち

哭
し
、
葬
す
れ
ば
則
ち
歌
舞
も
て
相
い
送
る
。

と
遺
体
の
あ
る
形
式
で
の
葬
送
が
記
さ
れ
て
い
る
。
鮮
卑
と
烏
丸
と
は
言
語
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習
俗
を
同
じ
く
す
る
事
が『
三
国
志
』同
巻
、
鮮
卑
伝
裴
松
之
注
所
引『
魏
書
』

よ
り
知
ら
れ
る
か
ら（「
其
言
語
習
俗
與
烏
丸
同
。」）、
三
段
論
法
め
く
が
、

少
な
く
と
も
後
漢
か
ら
三
国
に
か
け
て
の
鮮
卑
の
葬
送
に
も
、
遺
体
が
あ
っ

た
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
ま
た
、
匈
奴
に
お
い
て
も
、『
史
記
』巻
一
一
〇
、
匈

奴
列
伝
に
、

　
　

其
送
死
、
有
棺
槨
金
銀
衣
裘
、
而
無
封
樹
喪
服
。

　
　

�

其
の
死
を
送
る
に
、
棺
槨
金
銀
衣
裘
有
る
も
、
而
れ
ど
も
封
樹
喪
服
無

し
。

と
あ
る
か
ら
、
や
は
り
彼
ら
の
葬
送
に
お
い
て
も
遺
体
は
あ
っ
た
と
思
し

い
。
な
お
、
封
樹
つ
ま
り
埋
葬
箇
所
を
視
覚
的
に
示
す
盛
土（「
封
」）や
樹
木

（「
樹
」）が
存
在
し
な
い
た
め
、
烏
丸
や
鮮
卑
と
同
じ
く
墓
の
目
印
は
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。

　

以
上
に
見
て
き
た
如
く
、
遺
体
の
な
い
葬
送
は
、
必
ず
し
も
伝
統
的
な
非

漢
族
の
風
習
で
あ
っ
た
と
は
言
い
難
い
。
そ
れ
に
加
え
て
、
漢
族
で
あ
っ
て

も
、
か
か
る
葬
礼
方
法
を
実
行
す
る
場
合
が
あ
る
。
そ
の
事
例
と
し
て
東
晋

の
有
力
者
た
る
桓
温
を
取
り
上
げ
よ
う
。『
晋
書
』巻
九
八
、
桓
温
伝
は
桓
温

の
死
に
つ
い
て
、

　
　

�

皇
太
后
與
帝
臨
於
朝
堂
三
日
、
詔
賜
九
命
衮
冕
之
服
、
又
朝
服
一
具
、
衣

一
襲
、
東
園
祕
器
、
錢
二
百
萬
、
布
二
千
匹
、
臘
五
百
斤
、
以
供
喪
事
。

及
葬
、
一
依
太
宰
安
平
獻
王
・
漢
大
將
軍
霍
光
故
事
、
賜
九
旒
鸞
輅
、
黃

屋
左
纛
、
轀
輬
車
、
挽
歌
二
部
、
羽
葆
鼓
吹
、
武
賁
班
劍
百
人
、
優
册
即

前
南
郡
公
增
七
千
五
百
戸
、
進
地
方
三
百
里
、
賜
錢
五
千
萬
、
絹
二
萬

匹
、
布
十
萬
匹
、
追
贈
丞
相
。

　
　

�

皇
太
后
、
帝
と
朝
堂
に
臨
む
こ
と
三
日
、
詔
し
て
九
命
衮
冕
の
服
を
賜

い
、
又
た
朝
服
一
具
、
衣
一
襲
、
東
園
の
祕
器
、
錢
二
百
萬
、
布
二
千
匹
、

臘
五
百
斤
あ
り
、
以
て
喪
事
に
供
す
。
葬
す
る
に
及
び
、
一
に
太
宰
安
平

獻
王
・
漢
大
將
軍
霍
光
の
故
事
に
依
り
、
九
旒
鸞
輅
、
黃
屋
左
纛
、
轀
輬

車
、
挽
歌
二
部
、
羽
葆
鼓
吹
、
武
賁
班
劍
百
人
を
賜
い
、
優
册
も
て
即
ち

前
の
南
郡
公
に
七
千
五
百
戸
を
增
し
、
地
方
三
百
里
を
進
め
、
錢
五
千

萬
、
絹
二
萬
匹
、
布
十
萬
匹
を
賜
い
、
丞
相
を
追
贈
す
。

と
記
し
、
生
前
の
桓
温
の
地
位
を
反
映
し
て
盛
大
な
葬
礼
や
下
賜
品
が
齎
さ

れ
た
事
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
、
桓
温
の
墓
に
つ
い
て
は
、『
太
平
御
覧
』

巻
五
五
六
、
葬
送
四
所
引
謝
綽『
宋
拾
遺
』に
、

　
　

�

桓
溫
葬
姑
熟
之
青
山
、
平
墳
、
不
爲
封
域
。
於
墓
傍
開
檖
立
碑
、
故
謬
其

處
、
令
後
代
不
知
所
在
。

　
　

�

桓
溫
、
姑
熟
の
青
山
に
葬
ら
れ
、
墳
を
平
か
に
し
、
封
域
を
爲
ら
ず
。
墓

傍
に
檖
を
開
き
碑
を
立
て
、
故

こ
と
さ
らに

其
の
處
を
謬
ち
、
後
代
を
し
て
所
在

を
知
ら
し
め
ず
。

と
あ
っ
て
、
そ
の
墓
所
を
意
図
的
に
分
か
ら
な
く
さ
せ
て
い
る
事
が
見
え
る
。

し
か
し
、既
に
見
た『
晋
書
』桓
温
伝
の
如
き
大
々
的
な
葬
礼
を
行
っ
た
上
で
、
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そ
の
墓
所
を
秘
匿
す
る
事
は
不
可
能
と
思
し
い
。
こ
の
二
つ
の
史
料
を
総
合

的
に
解
釈
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
桓
温
の
葬
礼
の
場
と
埋
葬
の
場
は
切
り
離
さ

れ
て
い
た
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
桓
温
も
ま
た
潜
埋
・
虚
葬

を
実
行
し
た
と
言
っ
て
良
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
や
は
り
潜
埋
・
虚
葬
の
由

来
を
単
に
非
漢
族
の
風
習
に
求
め
る
の
は
難
し
い

（
（
（

。

　

こ
の
点
、
こ
の
虚
葬
の
風
習
が
民
族

（
（1
（

的
な
問
題
で
は
な
く
、
一
種
の
社
会

現
象
だ
と
指
摘
し
た
の
は
曹
永
年
氏
で
あ
る
が

（
（1
（

、
曹
氏
が
石
勒
ら
羯
族
は
火

葬
を
行
っ
て
い
た
と
解
釈
す
る
点
に
は
賛
同
し
得
な
い
。
事
実
、
羯
族
は「
燒

葬
」と
い
う
風
習
を
持
っ
て
い
た
が

（
（1
（

、
こ
れ
は
既
に
町
田
隆
吉
氏
が
明
ら
か

に
し
た
よ
う
に
、
火
葬
で
は
な
く
、
故
人
の
生
前
に
使
用
し
た
物
品
を
焼
く

と
い
う
風
習
だ
か
ら
で
あ
る

（
（1
（

。
と
は
い
え
、
虚
葬
が
一
種
の
社
会
現
象
と
す

る
見
解
は
、
特
定
の
民
族
か
ら
の
影
響
を
虚
葬
に
想
定
で
き
な
い
以
上
、
極

め
て
有
力
な
解
釈
で
あ
る
事
は
疑
い
な
い
。

　

以
上
に
見
て
き
た
如
く
、
葬
送
に
お
い
て
遺
体
が
な
い
と
い
う
事
は
、
民

族
的
な
風
習
と
言
う
よ
り
も
、
当
時
の
社
会
現
象
と
言
う
べ
き
も
の
で
あ
っ

た
。
で
は
、
そ
の
目
的
は
何
処
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
既
に
先
行
研
究
が
明

ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
後
漢
末
期
の
曹
操
以
来
、
後
漢
時
代
の
厚
葬
は

否
定
さ
れ
、
薄
葬
が
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

（
（1
（

。
厚
葬
は
孝
の
表
明
で
も

あ
り
、
葬
礼
の
主
催
者
の
名
声
を
高
め
る
効
果
も
あ
っ
た
が
、
大
量
の
副
葬

品
は
盗
掘
を
誘
発
し
た
。
例
え
ば
曹
魏
文
帝
の
発
言

（
（1
（

に
も
見
え
る
通
り
、
盗

掘
へ
の
対
策
と
い
う
の
が
、
薄
葬
へ
の
転
換
の
背
景
の
一
つ
に
あ
っ
た

（
（1
（

。

　

埋
葬
場
所
を
秘
匿
す
る
事
が
、
盗
掘
の
防
止
に
役
立
つ
事
は
言
う
ま
で
も

な
い
。
し
か
し
、
遺
体
不
在
で
挙
行
さ
れ
る
虚
葬
は
、
遺
体
の
安
全
を
守
る
事

は
で
き
て
も
、
副
葬
品
へ
の
盗
掘
は
避
け
ら
れ
な
い
。
な
ん
と
な
れ
ば
、
虚

葬
は
、
―
遺
体
こ
そ
な
い
と
は
い
え
―
儀
式
と
し
て
挙
行
さ
れ
る
葬
礼
で
あ

り
、
副
葬
品
も
ま
た
存
在
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る（
虚
葬
に
文
物
が
伴
っ
て

い
た
事
は
次
章
に
見
る
）。
し
か
も
時
に
は
所
謂「
漢
故
上
党
国
王
太
夫
人
薦

功
碑
」の
如
き
碑
も
顕
示
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
埋
葬
の
所
在
は
秘
匿
し
得

な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

従
っ
て
、
潜
埋
は
と
も
か
く
、
虚
葬
は
必
ず
し
も
盗
掘
防
止
の
た
め
と
は

言
い
難
い
面
が
あ
る
。
で
は
、
何
故
、
敢
え
て
虚
葬
が
行
わ
れ
た
の
だ
ろ
う

か
。
次
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
盗
掘
以
外
の
視
点
か
ら
検
討
し
な
く
て
は
な

る
ま
い
。
章
を
改
め
よ
う
。

　
　
　

二
、
葬
礼
と
孝
心

　

既
に
述
べ
た
如
く
、
魏
晋
以
降
は
薄
葬
が
志
向
さ
れ
た
が
、
葬
礼
が
孝
心

の
最
大
の
発
露
の
場
で
あ
る
事
も
ま
た
疑
い
な
い
。
魏
晋
時
代
は
老
荘
思
想

に
基
づ
く
脱
儒
学
的
風
潮
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
神
矢
法
子
氏
が
夙
に

明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
礼
を
通
し
た
儒
学
的
価
値
観
に
基
づ
く
倫
理
観
の

表
明
は
、
当
時
に
お
い
て
も
、
な
お
根
強
い
も
の
が
あ
っ
た

（
（1
（

。
従
っ
て
、
厚
葬

か
ら
薄
葬
へ
の
転
換
は
、
周
囲
の
人
に
孝
心
の
発
露
の
減
少
と
受
け
取
ら
れ

て
は
な
ら
な
い
。
要
す
る
に
、
盗
掘
を
防
ぐ
と
い
う
意
識
も
持
ち
な
が
ら
、
孝

心
表
明
の
手
段
は
な
お
準
備
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
過
礼
現
象
に
由
来
す
る
石
刻
の
増
加
は
後
漢
よ
り
見
ら
れ
る

（
（1
（

。
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過
度
な
葬
礼
が
孝
心
を
表
明
す
る
手
段
た
り
得
る
の
で
あ
れ
ば
、
所
謂「
漢

故
上
党
国
王
太
夫
人
薦
功
碑
」を
持
ち
、
ま
た「
九
命
之
禮
」と
い
う
高
い
格

式
を
備
え
て
葬
ら
れ
た
王
氏
は
、
十
分
手
厚
い
葬
礼
を
挙
げ
ら
れ
た
と
見
て

良
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
注
目
す
る
べ
き
は
、
石
勒
も
ま
た
虚
葬
を
行
わ
れ

て
い
る
が
、『
晋
書
』巻
一
〇
五
、
石
勒
載
記
下
に
、

　
　

夜
瘞
山
谷
、
莫
知
其
所
、
備
文
物
虛
葬
、
號
高
平
陵
。

　
　

�

夜
に
山
谷
に
瘞う
ず

め
、
其
の
所
を
知
る
莫
し
、
文
物
を
備
え
て
虛
葬
し
、
高

平
陵
と
號
す
。

と
あ
る
に
拠
れ
ば
、
虚
葬
に「
文
物
」が
伴
っ
た
事
が
知
ら
れ
る
点
で
あ
る
。

石
勒
と
そ
の
母
が
同
じ
形
式
で
葬
ら
れ
た
と
想
定
す
れ
ば
、王
氏
も
ま
た「
文

物
」を
備
え
て
虚
葬
さ
れ
た
と
言
い
得
よ
う
。
従
っ
て
、
虚
葬
と
は
、
約
言
す

れ
ば
、
遺
体
は
不
在
で
あ
り
な
が
ら
、「
文
物
」
―
お
そ
ら
く
副
葬
品
や
そ
れ

に
類
す
る
葬
礼
に
お
け
る
諸
物
品
―
を
伴
っ
て
、
葬
礼
を
行
う
事
で
あ
る
と

言
え
る
。

　

筆
者
は
、
か
か
る
虚
葬
の
在
り
方
に
、
そ
の
実
行
の
背
景
を
読
み
解
く
手

掛
か
り
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
自
ら
の
孝
心
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

た
め
に
遺
体
が
な
く
と
も
敢
え
て
虚
葬
を
―
し
か
も
文
物
を
備
え
、
格
式
を

整
備
し
て
―
実
行
し
た
の
が
虚
葬
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う

事
で
あ
る
。
石
勒
を
例
に
採
れ
ば
、
斯
く
盛
大
な
葬
礼
を
周
囲
に
見
せ
つ
け

る
事
に
よ
っ
て
、
非
漢
族
で
あ
る
彼
と
て
、
母
を
想
う
気
持
ち
は
強
く
持
っ

て
い
る
の
だ
と
い
う
ア
ピ
ー
ル
に
な
る
。

　

吉
川
忠
夫
氏
は
、
六
朝
時
代
に
お
い
て『
孝
経
』が
広
く
愛
読
さ
れ
、
時
に

は
墓
中
に
隨
葬
さ
れ
る
事
も
あ
る
ほ
ど
重
要
視
さ
れ
た
事
を
指
摘
す
る

（
（1
（

。
六

朝
時
代
に
お
け
る
孝
を
説
く『
孝
経
』の
か
か
る
重
要
視
は
、
石
勒
を
含
め
た

当
時
を
生
き
る
人
が
孝
心
を
有
す
る
事
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
に
お
い
て
、
少
な

か
ら
ぬ
効
果
が
期
待
さ
れ
る
背
景
と
な
り
得
る
だ
ろ
う
。

　

そ
も
そ
も
単
に
盗
掘
を
恐
れ
る
な
ら
ば
副
葬
品
と
て
質
素
に
し
た
薄
葬
こ

そ
が
望
ま
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
例
え
ば
王
氏
の
虚
葬
は
、
遺

体
が
な
い
と
は
い
え
、
薄
葬
と
呼
ぶ
事
は
で
き
な
い
。「
九
命
之
禮
」と
い
う

語
や
、
所
謂「
漢
故
上
党
国
王
太
夫
人
薦
功
碑
」の
存
在
が
、
そ
の
葬
礼
の
厚

さ
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
石
勒
の
孝
心
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
事
に
繋
が
る

の
で
あ
る
。

　

で
は
、
何
故
、
石
勒
は
孝
心
を
主
張
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
そ
も
そ
も
孝
と
は
、『
孝
経
』開
宗
明
義
章
が
、

　
　

夫
孝
德
之
本
也
。

　
　

夫
れ
孝
は
德
の
本
な
り
。

と
語
る
の
を
筆
頭
に
、
儒
学
に
お
け
る
重
要
な
徳
目
で
あ
る

（
（2
（

。
孝
が
徳
の
根

本
と
し
て
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
孝
を
身
に
着
け
る
事
に
よ
っ
て
、
自

ら
が
有
徳
の
人
物
で
あ
る
事
を
示
し
得
る
。
周
知
の
如
く
、
五
胡
十
六
国
時

代
に
お
い
て
、
非
漢
族
達
は
そ
の
出
自
故
に
中
国
の
支
配
者
と
し
て
の
資
格

を
有
さ
な
い
と
い
う
見
解
が
存
在
し
た

（
（2
（

。
か
か
る
環
境
の
中
で
、
石
勒
ら
五

胡
の
諸
君
主
は
、
自
ら
の
王
権
を
確
立
さ
せ
て
き
た
。
斯
様
な
歴
史
的
文
脈
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の
中
で
、
五
胡
側
か
ら
打
ち
出
さ
れ
た
考
え
方
に
、『
晋
書
』巻
一
〇
一
、
劉

元
海
載
記
に
見
え
る
匈
奴
の
劉
淵（
字
は
元
海
）が
述
べ
た
、

　
　

�
夫
帝
王
豈
有
常
哉
。
大
禹
出
於
西
戎
、
文
王
生
於
東
夷
。
顧
惟
德
所
授

耳
。

　
　

�

夫
れ
帝
王
、
豈
に
常
有
ら
ん
や
。
大
禹
は
西
戎
に
出
で
、
文
王
は
東
夷
に

生
ま
る
。
顧ゆ

え

に
惟
だ
德
の
授
く
る
所
な
る
の
み
。

と
い
う
も
の
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
屠
各
の
劉
淵
は
、
出
自
で
は
な
く
個
人
の
徳

の
有
無
を
帝
王
た
る
の
要
件
と
す
る
の
で
あ
る
。
斯
く
徳
が
非
漢
族
に
と
っ

て
支
配
の
要
に
な
り
得
る
の
で
あ
れ
ば
、
彼
ら
が
孝
心
を
持
っ
て
い
る
事
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
政
治
的
理
由
は
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
と
見
て
良
い
だ
ろ
う
。

　

筆
者
は
嘗
て「
英
雄
的
カ
リ
ス
マ
」と
い
う
概
念
を
用
い
て
、
石
勒
の
王
権

成
立
過
程
を
跡
付
け
た

（
（2
（

。
こ
れ
は
石
勒
個
人
の
持
つ
軍
事
的
政
治
的
な
有
能

さ
に
裏
付
け
ら
れ
た
カ
リ
ス
マ
の
意
で
あ
る
が
、
か
か
る
カ
リ
ス
マ
の
存
在

は
他
の
人
心
収
攬
手
段
の
排
除
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
石
勒
の
所
謂

「
漢
故
上
党
国
王
太
夫
人
薦
功
碑
」の
作
成
は
、孝
と
い
う
点
か
ら
行
わ
れ
た
、

自
己
の
漢
族
へ
の
ア
ピ
ー
ル
で
あ
っ
た
と
見
做
し
得
よ
う

（
（2
（

。

　

で
は
、
全
て
の
虚
葬
は
、
右
の
如
く
に
解
す
る
事
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
次
章
で
は
、
王
氏
以
外
の
虚
葬
の
事
例
に
つ
い
て
史
料
に
即
し
つ
つ
分

析
を
加
え
、
併
せ
て
潜
埋
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。

　
　
　

三
、
潜
埋
と
虚
葬

　

既
に
見
た
如
く
、
石
勒
の
死
に
は
虚
葬
が
行
わ
れ
た
。
同
じ
く
五
胡
十
六

国
時
代
の
君
主
と
し
て
は
、
南
燕
の
慕
容
徳
も
虚
葬
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

『
太
平
御
覧
』巻
一
二
六
、
南
燕
慕
容
徳
所
引『
十
六
国
春
秋
』南
燕
録
に
、

　
　

�

爲
十
餘
棺
、夜
分
出
門
、潜
瘞
山
谷
、莫
知
其
屍
所
在
、虛
葬
于
東
陽
陵
。

　
　

�

十
餘
棺
を
爲
り
、
夜
に
分
け
て
門
を
出
で
、
潜
か
に
山
谷
に
瘞
め
、
其
の

屍
の
在
る
所
を
知
る
莫
く
、
東
陽
陵
に
虛
葬
す
。

と
あ
る
よ
り
知
ら
れ
る
。
既
に
見
た
石
勒
に
せ
よ
、
慕
容
徳
に
せ
よ
、
皇
帝
と

し
て
君
臨
し
て
い
た
人
物
で
あ
り
、
そ
の
死
後
に
陵
墓
へ
埋
葬
さ
れ
な
い
と

い
う
事
は
、
―
少
な
く
と
も
漢
族
士
人
に
と
っ
て
―
考
え
難
か
っ
た
は
ず
で

あ
る
。
従
っ
て
、
彼
ら
両
名
の
虚
葬
は
、
例
え
遺
体
が
な
く
と
も
皇
帝
と
い
う

地
位
が
葬
礼
を
必
要
と
し
て
い
た
か
ら
行
わ
れ
た
と
見
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
故
に
、
埋
葬
場
所
を
秘
匿
し
つ
つ
も（「
潜
瘞
山
谷
」）、
葬
礼
そ
の
も
の

は
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る（「
虛
葬
于
東
陽
陵
」）。

　

遺
体
の
所
在
が
不
明
で
あ
る
事
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
死
後
の
遺
体
の
安

全
が
―
比
較
相
対
的
に
で
は
あ
れ
ど
も
―
保
障
さ
れ
る
事
を
意
味
す
る
。
既

に
見
た
王
氏（「
莫
詳
其
所
」）、
石
勒（「
莫
知
其
所
」）、
慕
容
徳（「
莫
知
其

尸
所
在
」）、
桓
温（「
令
後
代
不
知
所
在
」）ら
の
何
れ
も
が
、
遺
体
の
所
在
地

を
不
明
と
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
も
、
そ
れ
は
裏
付
け
ら
れ
る
。
記
録
に
お
い

て
、
そ
の
正
確
な
場
所
は
知
り
難
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
や
は
り
遺
体
を
盗
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掘
か
ら
守
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
重
点
は
潜
埋
に
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
後
趙
の
君
主
で
あ
っ
た
石
虎
も
石
勒
と
同
じ
く
、
そ
の
陵
墓

に
遺
体
が
な
か
っ
た
事
が『
太
平
御
覧
』巻
五
五
六
、
葬
送
四
所
引『
鄴
中
記
』

に
、

　
　

�

石
勒
陵
在
襄
國
城
西
南
三
十
里
、
名
高
陵
。
不
築
墻
、
不
種
樹
。
…
…
虎

陵
在
鄴
西
北
角
。
旣
葬
、
鄴
中
便
亂
。
…
…
尋
被
掘
凡
此
二
陵
皆
僞
葬
。

石
勒
・
虎
自
別
于
深
山
。

　
　

�

石
勒
の
陵
、
襄
國
城
の
西
南
三
十
里
に
在
り
、
高
陵
と
名
づ
く
。
墻
を

築
か
ず
、
樹
を
種
え
ず
。
…
…
虎
の
陵
、
鄴
の
西
北
角
に
在
り
。
旣
に
葬

り
、
鄴
中
、
便
ち
亂
る
。
…
…
尋
い
で
掘
せ
ら
る
凡
そ
此
の
二
陵
は
皆
な

僞
葬
な
り
。
石
勒
・
虎
、
自
ら
深
山
に
別
す
。

と
あ
る
よ
り
知
ら
れ
る
。
こ
こ
に「
僞
葬
」と
あ
る
の
は
、
本
稿
が
述
べ
る
潜

埋
の
事
で
あ
ろ
う
。

　

石
虎
の
遺
体
を
め
ぐ
っ
て
は
後
日
談
が
あ
る
。
夢
に
石
虎
を
見
て
悩
ま
さ

れ
た
前
燕
の
慕
容
儁
が
、
石
虎
の
遺
体
を
探
す
の
に
苦
労
す
る
話
が
、『
水
経

注
』巻
九
、
洹
水
注
に
、

　
　

�

昔
慕
容
雋マ
マ

夢
石
虎
齒
其
臂
、
寤
而
惡
之
、
購
求
其
尸
、
而
莫
之
知
。
後
宮

嬖
妾
言
、
虎
葬
東
明
觀
下
、
于
是
掘
焉
、
下
度
三
泉
、
得
其
棺
、
剖
棺
出

尸
、
尸
僵
不
腐
、
雋マ

マ

罵
之
曰「
死
胡
安
敢
夢
生
天
子
也
。」
使
御
史
中
尉

陽
約
數
其
罪
而
鞭
之
。
此
蓋
虎
始
葬
處
也
。

　
　

�

昔
、
慕
容
雋
、
石
虎
の
其
の
臂
を
齒
る
を
夢
み
、
寤
り
て
之
を
惡
み
、
其

の
尸
を
購
求
す
る
も
、
而
れ
ど
も
之
を
知
る
莫
し
。
後
宮
の
嬖
妾
、
言
え

ら
く
、
虎
は
東
明
觀
の
下
に
葬
る
と
、
是
に
于
い
て
焉
を
掘
し
、
下
に
三

泉
を
度
り
、
其
の
棺
を
得
、
棺
を
剖
き
尸
を
出
だ
し
、
尸
僵
、
腐
ら
ず
、

雋
、
之
を
罵
し
り
て
曰
く「
死
胡
、
安
に
か
敢
え
て
生
天
子
に
夢
せ
ん

や
」と
。
御
史
中
尉
の
陽
約
を
し
て
其
の
罪
を
數
え
て
之
を
鞭
う
つ
。
此

れ
蓋
し
虎
の
始
め
て
葬
す
る
處
な
り
。

と
見
え
る

（
（2
（

。
こ
れ
に
拠
る
と
、
石
虎
の
遺
体
を
納
め
た
棺
は
、
お
そ
ら
く
地
中

深
く
か
ら
出
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。
右
に
見
た
如
く
、
石
虎
は
陵
墓
を
有
し

て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
慕
容
儁
が
石
虎
の
遺
体
が
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た

点
を
踏
ま
え
れ
ば
、
石
虎
の
遺
体
は
陵
墓
に
は
存
せ
ず
、
隠
さ
れ
て
い
た
と

見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た「
此
蓋
虎
始
葬
處
也
」と
あ
る
に
拠
れ
ば
、
手
順

と
し
て
は
先
に
潜
埋
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
虚
葬
が
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
要
す
る
に
陵
墓
は
あ
く
ま
で
葬
礼
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
た
ま
で
で
、

石
虎
の
遺
体
は
不
在
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

石
虎
の
盗
掘
防
止
と
い
う
企
み
は
失
敗
し
た
と
は
い
え
、
遺
体
を
隠
す
と

い
う
行
為
が
、
墓
暴
き
を
妨
げ
る
の
に
効
果
が
あ
る
の
は
明
白
だ
ろ
う
。
事

実
、
慕
容
儁
は
石
虎
の
遺
体
を
損
壊
す
る
の
に
捜
索
の
手
間
を
か
け
て
い

る
。
こ
こ
か
ら
予
想
さ
れ
る
の
は
、
潜
埋
が
想
定
し
て
い
る
の
は
、
盗
掘
就
中

死
後
の
死
体
損
壊
の
防
止
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
事
で
あ
る
。
金
目
当
て

の
盗
掘
者
は
遺
体
よ
り
も
、
財
宝
を
狙
う
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
ら

ば
目
立
つ
葬
礼
と
遺
体
の
埋
葬
場
所
と
を
切
り
離
し
、
遺
体
を
隠
し
て
し
ま
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え
ば
、
右
の
慕
容
儁
の
如
く
特
定
の
人
物
を
意
図
的
に
狙
わ
な
い
限
り
、
遺

体
の
安
全
は
確
保
さ
れ
る
と
い
う
事
に
な
る
。
こ
こ
に
潜
埋
の
持
つ
意
義
が

あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か

（
（2
（

。

　

潜
埋
は
盗
掘
―
或
い
は
報
復
目
的
の
墓
暴
き
―
を
予
防
す
る
具
体
的
な
方

策
で
あ
り
、
虚
葬
は
遺
体
な
し
で
葬
礼
を
実
行
す
る
事
で
あ
る
。
従
っ
て
、
虚

葬
に
つ
い
て
は
葬
礼
を
実
行
す
る
事
そ
の
も
の
に
意
味
が
あ
っ
た
と
見
る
べ

き
で
あ
り
、
死
後
の
安
寧
を
守
る
事
は
潜
埋
に
こ
そ
求
め
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、

一
見
す
る
と
不
可
分
の
如
く
見
え
る
潜
埋
と
虚
葬
と
で
あ
る
が
、
そ
の
背
景

に
あ
る
の
は
全
く
異
な
る
考
え
で
あ
っ
た
。（
礼
制
か
ら
見
て
そ
れ
が
許
さ

れ
る
か
は
兎
も
角
）理
論
上
、
潜
埋
の
み
を
行
っ
て
虚
葬
を
行
わ
な
い
事
が

可
能
な
の
に
対
し
、
そ
の
逆
が
考
え
難
い
事
か
ら
見
る
に
、
敢
え
て
主
従
を

言
う
の
で
あ
れ
ば
、
潜
埋
が
主
で
、
虚
葬
が
従
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
　
　

む
す
び
に
か
え
て

　

潜
埋
と
虚
葬
と
は
、
盗
掘
―
及
び
遺
体
損
壊
―
を
予
防
す
る
潜
埋
と
、
遺

体
不
在
に
対
応
す
る
葬
礼
で
あ
る
虚
葬
と
い
う
関
係
に
あ
っ
た
。
時
に
は
非

漢
族
の
習
慣
と
し
て
語
ら
れ
る
事
も
あ
っ
た
潜
埋
・
虚
葬
で
あ
る
が
、
東
晋

の
桓
温
も
実
行
し
て
い
た
事
が
知
ら
れ
、
ま
た
匈
奴
・
鮮
卑
・
烏
丸
と
い
っ

た
民
族
の
旧
来
の
風
習
と
合
致
す
る
も
の
で
も
な
い
た
め
、
こ
れ
は
六
朝
時

代
に
お
け
る
社
会
現
象
と
言
う
べ
き
行
為
で
あ
っ
た
。

　

か
か
る
社
会
現
象
の
背
景
に
は
、
孝
心
の
ア
ピ
ー
ル
や
、
皇
帝
と
い
う
地

位
が
葬
礼
を
必
須
と
し
て
い
た
等
、
個
別
に
そ
の
理
由
が
あ
っ
て
、
一
つ
の

理
由
に
絞
り
込
む
事
は
難
し
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
盗
掘
を
恐
れ
つ
つ
も
、
葬

礼
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
は
指
摘
で
き
よ
う
。
こ
れ
は
、
当

時
に
お
い
て
葬
礼
が
持
つ
重
要
性
―
そ
れ
は
政
治
的
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
し

て
の
重
要
性
で
も
あ
り
得
る
―
を
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
儒
学
的
な
思
想
の

中
で
葬
礼
が
重
要
な
の
は
論
を
俟
た
な
い
が
、
そ
れ
が
必
ず
し
も
儒
学
を
修

め
て
い
な
い
非
漢
族
に
も
共
有
さ
れ
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。
こ
れ
は
、
非

漢
族
に
よ
る
漢
族
支
配
に
お
け
る
、
葬
礼
や
孝
心
の
利
用
と
い
う
点
で
、
改

め
て
検
討
す
る
価
値
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

　

盗
掘
や
遺
体
の
損
壊
は
、
時
代
を
問
わ
ず
現
れ
る
現
象
で
あ
る
。
で
は
何

故
、
魏
晋
南
北
朝
時
代
の
人
々
が
極
端
に
そ
れ
を
恐
れ
、
潜
埋
と
い
う
手
法

を
用
い
た
の
か
。
ま
た
遺
体
不
在
の
葬
礼
即
ち
虚
葬
と
い
う
も
の
が
、
果
た

し
て
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
き
た
の
か
。
こ
の
点
は
、
彼
ら
の
死
生
観
や

葬
礼
文
化
と
も
関
わ
る
問
題
で
あ
り
、
本
稿
で
検
討
し
得
な
か
っ
た
大
き
な

課
題
で
あ
る
。
後
考
を
期
し
た
い
。

　
　
　

付
記

　

本
稿
は
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金（
特
別
研
究
員
奨
励
費JP20J01878

）

に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　
　
　

注

（
1
） �

碑
文
の
写
真
や
、
録
文
、
基
礎
的
な
分
析
に
つ
い
て
は
、
冀
金
剛
・
趙
福
寿
主
編

『
邢
台
開
元
寺
金
石
志
』（
国
家
図
書
館
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
、
一
一
～
一
九
頁
）

を
参
照
。「
漢
故
上
党
国
王
太
夫
人
薦
功
碑
」と
い
う
命
名
も
同
書
に
基
づ
く
。
ま

た
石
勒
十
八
騎
に
つ
い
て
は
、
小
野
響「
後
趙
に
お
け
る
君
臣
関
係
」（
同『
後
趙
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史
の
研
究
』汲
古
書
院
、
二
〇
二
〇
年
）参
照
。

（
2
） �

余
国
江「『
邢
台
開
元
寺
金
石
志
』商
榷
二
則
」（『
文
物
春
秋
』二
〇
一
六
年
第
三

期
）参
照
。

（
3
） �
張
順
兵「
五
胡
十
六
国
早
期
銘
石
書
対
魏
楷
的
影
響
―
以
後
趙
故
都
邢
台「
晋
政

残
碑
」為
例
」（『
中
国
書
法
』三
二
四
、二
〇
一
八
年
）参
照
。

（
4
） �
魏
晋
以
来
、
後
漢
で
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
立
碑
を
含
む
厚
葬
の
風
習
は
禁
止
さ
れ

た（
楊
泓「
談
中
国
漢
唐
之
間
葬
俗
的
演
変
」（『
文
物
』一
九
九
九
年
第
一
〇
期
）、

張
学
鋒
編『
中
国
墓
葬
史
』上
、
斉
魯
書
社
、
二
〇
〇
九
年
、
一
八
五
頁
、
李
梅
田

「
曹
魏
薄
葬
考
」（『
中
原
文
物
』二
〇
一
〇
年
第
四
期
）等
参
照
）。
石
勒
の
母
は

漢
帝
国
の
後
継
を
標
榜
す
る
匈
奴
漢
の
も
と
で
葬
ら
れ
た
た
め
、
匈
奴
漢
の
漢

帝
国
の
踏
襲
は
、
か
か
る
文
化
面
に
ま
で
及
ん
で
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
史
料
の
み
で
は
断
言
し
得
な
い
の
で
、
可
能

性
の
指
摘
に
留
め
る
。

（
5
） �

前
掲
注（
2
）余
国
江「『
邢
台
開
元
寺
金
石
志
』商
榷
二
則
」（
一
四
頁
）参
照
。

（
6
） �

朴
漢
済「
魏
晋
南
北
朝
時
代
墓
葬
習
俗
의
変
化
와
墓
誌
銘
의
流
行
」（『
東
洋
史
学

研
究
』
一
〇
四
、二
〇
〇
八
年
）
は
、
虚
葬
が
副
葬
品
等
の
埋
葬
を
公
開
す
る
事

で
あ
り
、
潜
埋
が
秘
密
裏
に
遺
体
を
埋
葬
す
る
事
で
あ
る
と
す
る（
四
五
～
四
六

頁
）。
虚
葬
と
潜
埋
の
区
別
と
し
て
は
本
稿
も
こ
の
整
理
に
従
う
。
両
者
の
関
係

に
つ
い
て
の
私
見
は
本
論
に
て
後
述
す
る
。

（
7
） 

楊
寛（
西
嶋
定
生
ら
訳
）『
中
国
皇
帝
陵
の
起
源
と
変
遷
』（
学
生
社
、一
九
八
一
年
、

六
七
～
六
八
頁
）、
曹
永
年「
説「
潜
埋
虚
葬
式
」」（『
文
史
』三
一
、一
九
八
八
年
）

等
参
照
。

（
8
） 

前
掲
注（
7
）楊
寛（
西
嶋
定
生
ら
訳
）『
中
国
皇
帝
陵
の
起
源
と
変
遷
』（
六
七
〜

六
八
頁
）参
照
。

（
9
） 

前
掲
注（
6
）朴
漢
済「
魏
晋
南
北
朝
時
代
墓
葬
習
俗
의
変
化
와
墓
誌
銘
의
流
行
」

も
同
じ
観
点
に
立
つ
。
し
か
し
、
朴
氏
は
こ
の
文
化
は
遊
牧
の
風
習
に
よ
っ
て
後

押
し
さ
れ
た
も
の
と
見
做
す
。
そ
れ
に
対
し
て
筆
者
は
、
桓
温
の
事
例
等
も
踏
ま

え
れ
ば
、
必
ず
し
も
潜
埋
・
虚
葬
と
遊
牧
文
化
の
密
接
な
関
係
を
想
定
し
な
く

て
も
良
い
と
考
え
て
い
る
。

（
10
） 「
民
族
」と
い
う
語
は
、
近
代
に
生
ま
れ
たethnicity

と
い
う
概
念
を
思
い
起
こ

さ
せ
る
が
、
前
近
代
を
対
象
と
す
る
議
論
に
お
い
て
、
か
か
る
概
念
が
成
立
し
難

い
事
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
と
は
い
え
、「
匈
奴
や
鮮
卑
と
い
っ
た
大
集
団
を
指

す
適
切
な
語
は
他
に
見
当
た
ら
な
い
」（
川
本
芳
昭『
中
華
の
崩
壊
と
拡
大
』講
談

社
、
二
〇
二
〇
年
、
三
八
一
頁
、
初
版
二
〇
〇
五
年
）と
い
う
指
摘
も
あ
る
。
本
稿

で
は
、
ひ
と
ま
ず
民
族
と
呼
ん
で
お
く
が
、
そ
こ
に
近
代
的
・
現
代
的
な
意
味
合

い
が
込
め
ら
れ
て
い
な
い
事
は
強
調
し
て
お
く
。

（
11
） 

前
掲
注（
7
）曹
永
年「
説「
潜
埋
虚
葬
式
」」（
八
二
頁
）参
照
。

（
12
） �『
晋
書
』巻
一
〇
五
、
石
勒
載
記
下

	

又
下
書
禁
國
人
不
聽
報
嫂
及
在
喪
婚
娶
、
其
燒
葬
令
如
本
俗
。

（
13
） 

町
田
隆
吉「
西
晋
時
代
の
羯
族
と
そ
の
社
会
―
後
趙
政
権
成
立
に
つ
い
て
の
予
備

的
考
察
―
」（『
史
境
』四
、一
九
八
二
年
）参
照
。

（
14
） 

前
掲
注（
4
）張
学
鋒
編『
中
国
墓
葬
史
』上
、斉
東
方「
中
国
古
代
喪
葬
中
的
晋
制
」

（『
考
古
学
報
』二
〇
一
五
年
第
三
期
）等
参
照
。

（
15
） 『
三
国
志
』巻
二
、
文
帝
本
紀
、
黄
初
三（
222
）年
条

	

作
終
制
曰「
…
…
自
古
及
今
、
未
有
不
亡
之
國
、
亦
無
不
掘
之
墓
也
。
喪
亂
以
來
、

漢
氏
諸
陵
無
不
發
掘
、
至
乃
燒
取
玉
匣
金
縷
、
骸
骨
并
盡
、
是
焚
如
之
刑
、
豈
不

重
痛
哉
。
禍
由
乎
厚
葬
封
樹
。
…
…
」

（
16
） 

盗
掘
の
予
防
と
は
、
言
わ
ば
薄
葬
の
現
実
的
な
理
由
で
あ
る
。
薄
葬
の
精
神
的
理

由
に
つ
い
て
は
、
吉
川
忠
夫「
薄
葬
の
思
想
」（
同『
六
朝
隋
唐
文
史
哲
論
集
Ⅰ
人
・

家
・
学
術
』法
蔵
館
、
二
〇
二
〇
年
、
初
出
一
九
九
三
年
）、
同「
皇
甫
謐
の「
篤

終
論
」」（
前
掲『
六
朝
隋
唐
文
史
哲
論
集
Ⅰ
人
・
家
・
学
術
』、
初
出
一
九
九
七
年
）

等
参
照
。

（
17
） 

神
矢
法
子『「
母
」
の
た
め
の
喪
服
―
中
国
古
代
社
会
に
見
る
夫
権
―
父
権
・

妻
＝
母
の
地
位
・
子
の
義
務
』（
近
代
文
藝
社
、
一
九
九
四
年
）参
照
。

（
18
） 

後
漢
末
期
の
過
礼
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
市
定「
漢
末
風
俗
」（『
宮
崎
市
定
全
集
』

七
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
、
初
出
一
九
四
二
年
）
を
、
過
礼
と
石
刻
の
関
係

に
つ
い
て
は
永
田
英
正「
漢
代
の
石
刻
」（
同『
漢
代
史
の
研
究
』
汲
古
書
院
、

二
〇
一
八
年
、
初
出
一
九
九
四
年
）を
、
そ
れ
ぞ
れ
参
照
。

（
19
） 

吉
川
忠
夫「
六
朝
に
お
け
る『
孝
経
』の
需
要
」（
同『
六
朝
精
神
史
研
究
』同
朋
舎
、

一
九
八
四
年
、
初
出
一
九
六
七
・
一
九
七
五
年
）参
照
。

（
20
） 

野
間
文
史『
孝
経
―
唐
・
玄
宗
御
注
の
本
文
訳
附
孔
安
国
伝
―
』（
明
徳
出
版
社
、

二
〇
二
〇
年
）は
、「『
孝
経
』と
は
、「
君
子
」が
考
に
よ
っ
て
天
下
を
統
治
す
べ

き
こ
と
を「
天
子
」に
要
請
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
」と
指
摘

す
る（
九
九
頁
）。
こ
れ
は
前
掲
注（
19
）吉
川
忠
夫「
六
朝
に
お
け
る『
孝
経
』の

需
要
」で
指
摘
さ
れ
る『
孝
経
』の
重
要
性
を
踏
ま
え
れ
ば
、
統
治
に
お
い
て
考

が
重
視
さ
れ
た
事
を
推
知
で
き
よ
う
。

（
21
） 
川
本
芳
昭「
五
胡
十
六
国
・
北
朝
時
代
に
お
け
る
華
夷
観
の
変
遷
」（
同『
魏
晋
南

北
朝
時
代
の
民
族
問
題
』汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年
、
初
出
一
九
八
四
年
）参
照
。
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（
22
） 

前
掲
注（
1
）小
野
響『
後
趙
史
の
研
究
』参
照
。
特
に
英
雄
的
カ
リ
ス
マ
の
定
義

は
、「
序
論
」を
参
照
。

（
23
） 

葬
礼
の
風
習
か
ら
見
て
も
、
孝
心
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
事
か
ら
見
て
も
、
そ
の
主
た

る
対
象
は
漢
族
就
中
漢
族
士
人
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
24
） 『
資
治
通
鑑
』巻
一
〇
〇
、
晋
紀
、
穆
帝
升
平
三（
359
）年
二
月
条
に
も
、
こ
れ
と

同
様
の
話
が
見
え
る
が
、
こ
こ
で
は
発
掘
の
様
相
が
よ
り
具
体
的
な『
水
経
注
』

を
引
用
し
た
。

（
25
） 『
資
治
通
鑑
』巻
一
六
〇
、
梁
紀
、
武
帝
太
清
元（
547
）年
八
月
条
に
、

	

　
　

�

甲
申
、
虛
葬
齊
獻
武
王
於
漳
水
之
西
。
潛
鑿
成
安
鼓
山
石
窟
佛
寺
之
旁
爲

穴
、
納
其
柩
而
塞
之
、
殺
其
群
匠
。
及
齊
之
亡
也
、
一
匠
之
子
知
之
、
發
右
取

金
而
逃
。

	

と
あ
る
に
拠
れ
ば
、
高
歓
も
ま
た
虚
葬
さ
れ
、
遺
体
は
潜
埋
さ
れ
た
よ
う
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
つ
い
て『
北
斉
書
』巻
二
、
神
武
帝
紀
下
、
武
定
五（
547
）年

条
に
は
、

	

　
　

八
月
甲
申
、
葬
於
鄴
西
北
漳
水
之
西
、
魏
帝
臨
送
於
紫
陌
。

	

と
あ
っ
て
、
潜
埋
・
虚
葬
の
事
は
記
さ
れ
な
い
。
右
の『
資
治
通
鑑
』の
記
事
に

つ
い
て
、
胡
三
省
は「
史
言
潛
葬
之
無
益
。」と
注
し
て
い
る
。
本
稿
の
述
べ
る
如

く
、
潜
埋
が
遺
体
保
全
を
目
的
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
国
家
機
密
に
相
当

す
る
も
の
と
さ
れ
、
公
的
記
録
に
残
ら
な
か
っ
た
と
考
え
る
事
も
で
き
る
。
そ
う

で
あ
れ
ば『
北
斉
書
』に
記
載
が
な
い
の
も
宜
え
る
。
一
方
、
潜
埋
が
無
益
で
あ

る
事
を
言
わ
ん
と
す
る
説
話
が
高
歓
を
題
材
に
創
作
さ
れ
、『
資
治
通
鑑
』に
採

録
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
高
歓
の
虚
葬
に
つ
い
て
は
真
偽
定

か
な
ら
ぬ
と
い
う
事
に
な
る
。
紙
幅
の
都
合
も
あ
っ
て
本
論
で
は
高
歓
に
つ
い

て
触
れ
得
な
か
っ
た
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
北
朝
後
期
の
社
会
風
俗
の
検
討

も
含
め
て
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

�

（
二
〇
二
一
年
七
月
十
六
日
掲
載
決
定
）
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